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平
成
十
八
年
に
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
が
改
定
さ
れ
、
六
年
後
の
平
成
二
十
四
年
三

月
末
で
の
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
廃
止
と
、
医
療
療
養
病
床
群
を
現
在
の
二
十
五
万

床
か
ら
十
五
万
床
に
削
減
す
る
数
値
目
標
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
医
療
療
養

病
床
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
医
療
区
分
お
よ
び
Ａ
Ｄ
Ｌ
区
分
な
ど
に
よ
る
患
者
分
類
を

用
い
た
評
価
が
導
入
さ
れ
、
在
院
日
数
の
短
縮
の
流
れ
と
相
ま
っ
て
、
重
い
病
態
の
患

者
以
外
は
入
院
す
る
余
地
が
な
く
な
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
六
年
後
に
は
治
療
が

不
十
分
な
ま
ま
、
在
宅
も
し
く
は
介
護
保
険
施
設
や
介
護
老
人
福
祉
施
設
な
ど
に
療
養

者
が
あ
ふ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
、
今
よ
り
顕
著
と
な
る
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

 

厚
生
労
働
省
は
現
在
の
介
護
療
養
型
医
療
施
設
を
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
老
人

保
健
施
設
へ
転
換
す
る
こ
と
を
推
奨
し
、
そ
の
設
置
基
準
の
緩
和
策
な
ど
も
打
ち
出
し

て
い
ま
す
が
、
施
設
開
設
者
側
の
受
け
入
れ
は
、
そ
の
意
識
改
革
の
遅
れ
も
あ
っ
て
必

ず
し
も
順
調
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
経
過
型
施
設
の
内
容
が
不
明
確
で
あ
る
こ

と
や
、
今
後
の
地
域
ケ
ア
に
お
け
る
介
護
施
設
で
の
医
療
提
供
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
介
護
施
設
に
は
医
療
提
供
上
の
課
題

が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
介
護
老
人
施
設
で
の
入
所
者
に
対
す
る
医
療
処
置
は
、
不

十
分
な
が
ら
も
医
療
保
険
で
請
求
で
き
る
こ
と
に
は
な
っ
て
い
ま
す
。
当
然
、
入
院
の

必
要
な
場
合
は
急
性
期
病
院
に
転
院
し
十
分
な
保
険
請
求
が
可
能
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
現
在
の
報
酬
体
系
の
下
で
は
将
来
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
入
所

者
も
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
移
行
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
配
置
医
師
、
看
護
職
、
介
護
職
の
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
、
こ

れ
ら
入
所
者
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

点
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。 

 

問
題
点
を
改
善
す
る
に
は
、
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
い
入
所
者
の
受
け
入
れ
人

数
枠(

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ)

を
、
施
設
ご
と
に
、
そ
の
対
応
能
力
を
勘
案
し
て
決

定
す
る
こ
と
や
、
配
置
医
師
、
急
性
期
病
院
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー(

施
設
お

よ
び
病
院)

、
居
宅
支
援
事
業
所
、
看
護
職
、
介
護
職
な
ど
の
多
職
種
協
働

の
地
域
ぐ
る
み
の
連
携
体
制
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
施
設
で
の
看
護
職
の
※
相
対
的
医
療
行
為
と
介
護
職
の
医
療
補
助

行
為
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
安
全
確
保
の
た
め
、
十
分
な
研
修
や
教
育
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。 

 

当
望
洋
莊
で
も
開
設
後
五
年
も
経
過
す
る
と
、
入
所
時
元
気
で
い
ら
れ
た

方
も
徐
々
に
医
療
ニ
ー
ズ
を
必
要
と
す
る
方
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
介
護
施
設
で
の
看
取
り
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て
も
、
今
後
積
極

的
に
対
応
す
る
た
め
に
も
職
員
の
更
な
る
研
修
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

※ 

看
護
師
や
介
護
職
員
の
医
療(

補
助)

行
為
に
つ
い
て 

 

医
療
行
為(

法
律
用
語
で
は
医
行
為)

に
は
、
行
為
者
に
よ
る
分
類
と
し
て
、
医
師

の
資
格
を
有
す
る
者
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
絶
対
的
医
行
為
と
、
医
師
以
外
の

者
で
も
行
う
こ
と
の
で
き
る
相
対
的
医
行
為
が
あ
り
ま
す
。
後
者
に
は
、
看
護
師
な

ど
の
医
療
関
連
職
種
の
資
格
が
あ
る
者
が
行
う
ほ
う
が
好
ま
し
い
行
為
と
、
そ
の
よ

う
な
資
格
の
無
い
者
で
も
行
え
る
行
為
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
医
師
は
、
自
ら
の
管
理
、

指
導
の
下
に
相
対
的
医
行
為
を
、
看
護
師
や
介
護
職
員
に
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
問
題
は
、
何
が
相
対
的
医
行
為
な
の
か
が
こ
れ
ま
で
明
確
で
な
か
っ
た
点
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
医
療
職
の
配
置
が
少
な
い
介
護
の
現
場
に
お
い
て
は
さ
ま
ざ

ま
な
解
釈
が
な
さ
れ
、
事
実
上
、
多
く
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。 

第５ 5 号 

平成２０年 

6 月発行 



２００８年 望洋荘便り  ２２頁 

  
六
月
五
日
（
木
）
午
後
二
時
よ
り｢

暮
ら
し
の
伝
承
郷｣

に

行
っ
て
来
ま
し
た
。
昔
の
生
活
の
様
子
や
昔
使
っ
て
い
た
物

な
ど
を
見
て｢
懐
か
し
い
ね｣

｢

い
い
思
い
出
だ｣

な
ど
と
嬉
し

そ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

           

六
月
十
七
日
（
火
）
午
前
十
時
三
〇
分
に
施
設
を
出
発
し

て
、
好
間
に
あ
る｢

ス
タ
ミ
ナ
太
郎｣

に
食
事
に
出
掛
け
ま
し

た
。
お
寿
司
や
ラ
ー
メ
ン
な
ど
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
が
食
べ
放

題
で
あ
り
、
み
な
さ
ま
好
き
な
物
を
好
き
な
だ
け
召
し
上
が

り
、
ご
満
足
の
様
子
で
し
た
。 

        

   
 

六
月
二
六
日
（
木
）
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り
六
人
の
入
居

者
様
と｢

ア
ク
ア
マ
リ
ン｣

に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
沢
山
の
海

の
生
物
を
見
学
し
て
、
皆
様
か
ら｢

昔
、
釣
っ
た
事
あ
る｣｢

こ

ん
な
魚
初
め
て
見
た｣

な
ど
と
笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

            
 

六
月
二
七
日
（
金
）
午
前
十
時
三
〇
分
よ
り｢

大
正
琴
ち
ど

り
会
高
久
教
室｣

の
皆
様
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
会
を
行
い

ま
し
た
。｢

荒
城
の
月｣

な
ど
親
し
み
の
あ
る
曲
を
中
心
に
演

奏
頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
に
口
ず
さ
む

姿
も
あ
り
、
大
喜
び
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

        

  

六
月
二
八
日
（
日
）
午
後
二
時
か
ら
四
人
入
居
者
様
と
、

北
白
土
に
あ
る｢

菖
蒲
園｣

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
一
面
に
咲

い
た
花
を
見
て｢

綺
麗
だ
ね｣

｢

こ
ん
な
綺
麗
な
の
は
初
め
て

見
た｣

な
ど
と
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

           

六
月
二
四
日
（
火
）
午
後
二
時
か
ら
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
三

名
を
含
む
七
名
の
入
居
者
様
と｢

菖
蒲
園｣

に
出
掛
け
ま
し
た
。

偶
然
に
も
こ
の
日
は
、
稲
村
さ
ん
の
九
六
歳
の
誕
生
日
で
あ

り
、
み
な
さ
ま
か
ら
祝
福
さ
れ
と
っ
て
も
い
い
笑
顔
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

        

｢
暮
ら
し
の
伝
承
郷｣ 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

大
正
琴｣ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

｢

菖
蒲
園｣ 

四
倉
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

ア
ク
ア
マ
リ
ン｣ 

豊
間
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

食
事
ツ
ア
ー｣ 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト 

｢

菖
蒲
園｣ 

薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト 
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理
事
長
が
医
院
開
業
よ
り
三
十
年
間
、
年
二
回
患
者
さ

ん
等
に
宛
て
た
『
暑
中
見
舞
葉
書
（
一
口
健
康
メ
モ
）』
と

『
年
賀
葉
書
（
現
代
の
養
生
訓
）
』
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。 

 

【
一
口
健
康
メ
モ
】 

  

昭
和
五
六
年 

盛
夏 

夏
は
暴
飲
暴
食
や
寝
冷
に 

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

お
子
様
の
夏
の
外
出
に
は
、
帽
子
を
忘
れ
ず
に
致
し
ま
し

ょ
う
。
夏
は
太
陽
の
も
と
で
体
を
き
た
え
る
絶
好
の
季
節

で
す
。 

 

昭
和
五
八
年 

盛
夏 

｢

肥
満｣

(

肥
り
す
ぎ)

に
つ
い
て 

肥
り
す
ぎ
は
、
高
血
圧
症
、
心
臓
病
・
動
脈
硬
化
症
、
さ

ら
に
は
、
糖
尿
病
・
痛
風
・
高
脂
血
症
・
脂
肪
肝
・
胆
石

症
・
膵
炎
・
変
形
性
関
節
症
な
ど
多
く
の
病
気
を
合
併
し

や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

日
常
生
活
で
も｢

暑
さ
に
弱
い｣

｢

動
作
が
鈍
く
な
る｣

｢

腰

や
背
中
が
痛
い｣
｢

疲
れ
や
す
い｣

な
ど
の
状
態
を
お
こ
し

や
す
く
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
肥
満
は
健
康
の
た
め
に
望
ま

し
い
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
肥
り
す
ぎ
は
健
康
の
敵
で

す
！ 

昭
和
六
〇
年 

盛
夏 

   

血
圧
の
基
礎
知
識 

 
 
 
 
 
  

自
分
の
〝
血
圧
値
〟
を
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？ 

あ
な
た
の
血
圧
は
ど
の
範
囲
に
入
り
ま
す
か
。
正
常
血

圧
の
判
断
は
、
便
宜
上
Ｗ
Ｈ
Ｏ(

世
界
保
健
機
構)

の
基
準

を
目
安
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
基
準
で
は
、
最
大
血
圧
一

六
〇
以
上
、
最
少
血
圧
九
五
以
上
を
高
血
圧
と
し
て
正
常

と
異
常
の
境
と
い
う
意
味
で
境
界
域
血
圧
と
い
う
区
分
を

設
け
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
高
血
圧
と
境
界
域
高
血
圧
の
人

は
、
体
の
中
で
何
か
血
圧
を
高
く
す
る
異
常
事
態
が
起
こ

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
医
師
の
指
示
に
従
い
、
き
ち
ん

と
治
療
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

       

  

昭
和
六
二
年 

盛
夏 

唾
液(

つ
ば
き)

は
万
病
の
薬 

 

唾
液
は
薬
に
な
る
と
い
う
と
こ
、
即
ち
、
唾
液
に
は
パ
ロ

チ
ン
が
含
ま
れ
、
消
化
液
と
し
て
も
大
事
な
も
の
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
口
腔
内
は
外
界
と
直
接
交
通
し
、
細
菌
が

生
存
・
繁
殖
し
ま
す
。
健
康
な
唾
液
を
分
泌
さ
せ
る
為
に

も
、
食
事
の
後
に
は
歯
み
が
き
を
し
ま
し
ょ
う
！ 

平
成
二
年 

盛
夏 

    

骨
も
活
動
す
る
臓
器 

中
高
年
の｢

骨
折｣

が
新
た
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

変
化
し
な
い
様
に
み
え
る
骨
も
、
実
は
、
他
の
臓
器
と
同

じ
く
活
発
な
新
陳
代
謝
を
く
り
返
え
す
生
き
た
臓
器
な
の

で
す
。 

 

年
を
と
る
に
つ
れ
、
骨
の
中
に
蓄
え
ら
れ
て
い
る
カ
ル
シ

ウ
ム
が
持
ち
出
さ
れ
ど
ん
ど
ん
も
ろ
く
な
り
や
が
て
多
く

の
人
が
、｢

骨
そ
し
ょ
う
症｣

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。 

日
頃
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
る
習
慣
を
！ 

  

平
成
四
年 

盛
夏 

   

運
動
不
足
→
肥
満
→
成
人
病 

    (｢

健
診｣

の
フ
ォ
ロ
ー
に
は
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を
！) 

肥
満
は
高
血
圧
症
、
動
脈
硬
化
症
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
、

肝
臓
病
な
ど
成
人
病
の
要
因
で
す
。｢

腹
八
分
目｣

の
食
事

に
心
が
け
、
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を
選
び
少
な
く
と
も
年
に

一
回
は
、｢

健
康
診
断｣

と｢

健
康
相
談｣

を
し
ま
し
ょ
う
。 

  

平
成
五
年 

盛
夏 

   

健
康
な
人
は
自
分
の
健
康
に
気
付
か
な
い
。 

   

病
人
だ
け
が
健
康
を
し
っ
て
い
る
。
―
カ
ー
ラ
ィ
ル
ー 

病
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
健
康
の
あ
り
が
た
さ
は
わ
か
ら

な
い
。
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
こ
と
ば
で
す
。
病
気
に
な

ら
な
く
と
も
今
年
か
ら
年
に
一
度
は
健
康
を
し
る
た
め
に

か
か
り
つ
け
医
に
て
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

『
一
口
健
康
メ
モ
』＆
『
現
代
の
養
生
訓
』の
紹
介 

 



２００８年 望洋荘便り  ２４頁 

                             

  

い
わ
き
市
の
好
間
と
三
和
で

｢

青
木
商
店｣

を
経
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
青
木
安
彦
様
よ
り
、
社
会
福

祉
事
業
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、

車
輌
の
ご
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
贈
呈
式
が
六
月
十
三
日(

金)

午
前
十
一
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

車
輌
は
、
ス
ズ
キ
の
ワ
ゴ
ン
Ｒ
（
軽

自
動
車
）
で
と
て
も
小
回
り
の
効

く
、
良
い
自
動
車
で
す
。
ご
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た
車
輌
は
、
当
法

人
の
運
営
す
る｢

居
宅
介
護
支
援

事
業
所 

望
洋
荘
豊
間｣

に
て
、
利

用
者
様
の
御
自
宅
訪
問
な
ど
の
福

祉
活
動
に
大
切
に
使
わ
せ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

          

   

入
居
者
様
の
居
住
費
及
び
食
費
の
負
担
額
を
決
め
る
、

「
負
担
限
度
額
認
定
証
」
の
有
効
期
限
が
六
月
末
日
で
切

れ
る
た
め
、
六
月
中
に
現
在
入
所
さ
れ
て
い
る
入
居
者
様

全
員
の
申
請
手
続
き
を
、
昨
年
同
様
施
設
で
行
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
生
活
相
談
員
小
田
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

  

七
月
八
～
一
〇
日  

午
前
九
時
～
午
後
三
時 

｢

職
場
体
験
学
習｣ 

豊
間
中
学
校 

四
名 

七
月
十
一
日
（
金
）
勿
来
・
四
倉
ユ
ニ
ッ
ト
合
同  

｢

す
い
か
割
り｣  

午
前
一
〇
時
～ 

七
月
十
八
日
（
金
） 

午
前
一
〇
時
～ 

｢

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏｣ 

キ
ャ
プ
テ
ン
船
水 

七
月
二
六
日
（
土
）
午
後
七
時
～ 

｢

花
火
大
会｣

 

【
七
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

七
月
一
七
日
（
木
） 

 
 
 

豊 

間 

白
岩 

ハ
ナ
子
様 

 

（
九
六
歳
）
誕
生
会 

        

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
二
十
年
六
月
三
十
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

 
 

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

｢

平
成
一
九
年
度
決
算
報
告｣

 
 

平
成
二
〇
年
三
月
三
十
一
日
現
在 

 

｢

車
輌
の
ご
寄
附｣

 
 

｢社会福祉法人りんさく福祉会｣平成 19 年度決算報告（H19/4/1～H20/3/31）が役員会総会(理事会・評

議委員会)にて承認されましたので、上記の通りご報告させて頂きます。収入の部（介護保険収入及び利用

料収入）においては、前年比 101.3％とほぼ横ばいでありましたが、支出の部では、全職員が一丸となって経

費削減に努めた事もあり、前年比 97.5％に抑える事が出来ました。今後も入居者の皆様方が安心して暮らし

ていける為に、持続性の高い施設運営に務めてまいりますのでよろしくお願い致します。 

七
月
の
行
事
予
定 

「
負
担
限
度
額
認
定
証
」
の
更
新
に
つ
い
て 


